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リユースやリサイクルを行うことでも、環

境負荷が発生します。製品の回収・分解・

再使用・再資源化など、それぞれの工程

で環境負荷が発生するためです。通常4～

5年間使用できる製品を、短期間で何度

もリユースやリサイクルすると、環境負荷

は大幅に増大してしまいます。�

リコーグループは、リユースやリサイクルを

進めるとともに、製品の長寿命化を図るこ

とも重点課題としています。さらに市場か

ら回収される使用済み製品については、

国内では2000年度に全国をネットワーク

化するリサイクルシステムを構築し、リユー

スやリサイクルを進めています。�

リサイクルマスタープラン�

リユースやリサイクルを効率的に行うには、

製品群全体の構想段階で、あらかじめ対

象部品を設定し、回収後のリユースやリサ

イクルのしくみを構築しておくことが重要

です。リコーは、1998年度に、リサイクルマ

スタープランを導入し、構想段階から回収

後のリユースやリサイクルを想定したプラン

を策定しています。�

また、LCA研究によって、設計段階での対

応が環境負荷の削減に大きな影響を及

ぼすことがわかってきました。そのためモ

ジュール設計を進め長寿命化や、小型・軽

量化による省資源化を推進するとともに、

リサイクル対応設計を高度化させ、製品の

ライフサイクル全体での環境負荷を削減し

ていきます。�

リサイクル対応設計�

リユースやリサイクルを効率的に推進する

には、回収後の分解・分別が容易にできる

ことや、リサイクルしやすい材料を選定する

ことも重要です。リコーは、1993年にリサイク

ル対応設計方針を打ち出し、1994年に初

めてのリサイクル対応複写機Spirio2700

シリーズを発売。ネジ数の削減、プラスチック

材料の統一など、回収後の分解・分別に

かかる時間とコストを大幅に削減するため

の設計が導入されました。�

リコーグループでは、1993年から自社製造

のすべての複写機、ファクシミリ、レーザー

プリンターおよびそれらの複合機を対象に、

リサイクル対応設計と製品アセスメント（評

価）システムを導入。リサイクル対応設計

のレベルも年とともに向上させています。�

�

● リコーグループの�

　 製品製造・リサイクルの考え方�

Reduce�

製品の長寿命化、小型・軽量化により環

境負荷を削減します。�

�
Reuse�

モジュール設計の実施や、リサイクル対応

設計の高度化により、製品の世代間を超

えたリユースを拡大します。�

�
Recycle�

コメットサークルの内側ループを優先的に

採用し、環境負荷の少ないリサイクルを行

います。�

●リサイクル対応設計方針の規定項目�

1.製品・ユニット・部品の再使用に関する規定�

2.マテリアルリサイクルに関する規定�

3.ケミカルリサイクルに関する規定�

4.エネルギーリカバリーに関する規定�

5.製品の小型化・減量化に関する規定�

6.包装材の使用量削減・リサイクルに関する規定�
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リサイクル対応設計方針�

●レベル1 （1993年）�

・インサート成形の禁止�

・主要部品交換時の作業取り外し部品数、  �

  ネジ数を規定�

・Eリング使用禁止　�

・樹脂材料への異種材料接着禁止　�

・包装材料の削減規定　�

・熱カシメの禁止　�

・有害化学物質の使用禁止�
�

●レベル2 （1994年）�

・外装材のスタンダードグレードを設定　�

・材料表示にグレードまでの表示義務化�

・塩素を含む樹脂の使用禁止（ダイオキシン対策）�

・部品交換時の作業取り外し部品数、ネジ数の 

　規定を強化�
�

●レベル3 （1996年）�

・消耗品のリサイクル規定を追加�

・ハーネス這い回しに関する規定を追加�

・窒素を含む樹脂使用抑制規定を追加�

・ナイロンクランプの使用量を制限�

・経済効率を加味して項目の見直し�
�

●レベル4 （1999年）�

・プロセスカートリッジの最適設計項目を追加�

・プリント基板の再使用設計に関する規定追加�

・ネジ種類の削減�

・ノンハロゲン系難燃樹脂の採用を規定�

・製品の対衝撃許容速度変化の規定値を全面
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※  リコー複写機は長期間ご使用いただいたうえで、回収・リユー

ス・リサイクルを行っています。�
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リサイクル製品（Spirio5000RM）の製造フロー�

製品回収後の部品の行方�

前身機　FT5500 Spirio5000RM
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＊％は質量比。�
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エネルギーリカバリー�（� ）�

再生トナーカートリッジ�

再製造複写機Spirio5000RM

製品の再生・再製造�

リコーは、環境保全の視点から、製品の長

寿命化を図り、なるべく長期間にわたって

お客様にご利用いただくとともに、適切なタ

イミングで製品・部品のリユースやリサイク

ルを推進しています。お客様から回収した

使用済み製品を、再生機・再製造機とし

て、また、リユース製品・ユニットを新造機

に取り込み、再び市場に送り出しています。�

�

●再生（リコンディション）複写機�

リコーは、回収した製品の再使用を行う

ために、必要な部品の交換などを行い、

メーカーとして品質保証を行った製品を

RC（リコンディション）機と位置づけ、レンタ

ルなどでご利用いただいています。現在、

アナログ複写機Spirio5000RC、6000RC、

7000RCをラインアップ。2001年12月から

は、デジタル複写機のRCシリーズの量産も

開始する予定です。�

●再製造（リマニュファクチャリング）複写機�

リコーが業界で初めてのRM（リマニュファ

クチャリング）複写機Spirio5000RMを発

売したのは、1997年10月のことでした。RM

複写機とは、生産台数のすべてにリサイク

ル部品を使用することを前提に開発され

た複写機のことで、Spirio5000RMは、前

身機のF T5000シリーズのパーツを60％

以上（質量比）使用しています。さらに、イン

ナーカバーには、回収したプラスチック部

品から製造された再生プラスチックを使用。

また液晶パネルを見やすくするなど、性能

のバージョンアップも図り

ました。Spirio5000RM

のほかにも、

Spirio7210RMシリー

ズ、Spir io8210RMと

いったRM複写機を発

売しています。�

トナーカートリッジなどの回収・再生・

リサイクル�

リコーは、1998年から使用済みトナーカート

リッジを含むサプライ製品の回収を本格

的に開始し、2001年度に新再生・リサイクル

システムの全国ネットワークの構築を完了

する予定です。トナーカートリッジのリユース

に関しては、分解・分別・洗浄・検査を行

い、生産ラインへ部品を供給しているほか、

品質基準を見直し、リユース部品の拡大を

図り、再生を行い出荷している再生トナー

カートリッジもあります。�

また、再資源化率を向上させるため、エヌ

ケー環境（株）様、（株）萬世様と共同で、ト

ナーやインクカートリッジ、ボトルなどすべての

サプライ製品に応用できる100％再資源化

技術を開発しました。�

回収センター�

環境保全活動�

社 会 的 活 動 �

経 済 的 活 動 �

環 境 会 計 �

調 達� 生 産� 流 通� 販 売� 使 用� リサイクル�
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プラスチック部品のリサイクル�

複写機などＯＡ機器の質量の約20％はプ

ラスチック部品が占めていますが、材料や

グレードの異なるプラスチックを混ぜて再生

すると品質が低下し、複写機などの部品材

料としては使用できなくなってしまいます。�

リコーは、リサイクル対応設計方針に基づき、

1994年から使用するプラスチックの材料と

グレードを部品ごとに表示。さらに回収した

製品のリサイクル率を高めるために、使用

するプラスチックのグレードも限定しました。

リサイクルセンターに回収された製品から

抜き取ったプラスチック部品は、グレード別

に分別・破砕され、バージンプラスチック材

と混ぜ合わせることにより、再びリコー製品

の部品として使用されています。リコーの

再生プラスチック部品は、市場から回収さ

れたプラスチック30％という高い比率（一般

には20～25％）でリサイクル材を使用して

います。�

2000年度のリコーの再生プラスチック部品

の使用量は約300トンでした。今後は、樹脂

メーカーとのパートナーシップを強化すること

により、外装カバー用プラスチック部品1万

トンのうち30％を再生プラスチック部品に切

り替えることを目標に取り組んでいきます。�

プラスチック部品のグレード表示�

■グローバルリサイクル体制の構築�

グローバルに事業を展開するリコーグルー

プは、グローバルな視点で環境負荷を削

減するために、世界各国の事業拠点でリ

サイクル活動を行っています。効率的なリ

サイクルを実現するためには、回収率の向

上と、リサイクルシステムの構築が重要です。�

日本国内においては、複写機などのＯＡ機

器は、オフィスに納品すると同時に使用済

み製品を回収するため、もともと回収率が

高いという特長があります。回収した後の

リサイクルが効率的に行えるよう、リコー

グループは、製品回収・リサイクルシステムの

日本国内のネットワーク化を推進し、2000年

度に構築を完了。複写機のリユース・リサイ

クル率は、96.3％に達しています。海外でも

同様のネットワークの構築を進め、複写機

の再生・再製造を行っています。また、トナー

カートリッジの回収率を高めるために、ビ

デオやホームページでお客様に回収への

協力を呼びかけたり、回収用のプリペイド

ラベルをパッケージの中に入れるなど、世界

各拠点で積極的に活動を展開しています。�

日本国内ではリコーグループは、2004年度

中にリサイクル事業を採算ベースにのせ

ることを目標に、コメットサークル＊の内側

のループを優先的に採用し、適切なタイミ

ングで製品や部品が循環するよう活動を

展開しています。�

＊ 9～10ページ参照。�
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●再生センターの全国拠点と再生対象製品�
リコー光学［光学関連］�

東北リコー［中・大型機関連］�

リコーユニテクノ［カートリッジ、中・大型機関連］�

リコー厚木事業所［カートリッジ関連］�

リコー秦野事業所［電装基板関連］�

リコーエレメックス［周辺機関連］�

リコー計器［電装関連］�

●回収センターの全国拠点�

花巻回収センター�

神奈川回収センター�

厚木回収センター�

沼津回収センター�

三河回収センター�

大阪回収センター�

札幌回収センター�

仙台回収センター�

郡山回収センター�

千葉回収センター�

京浜島回収センター�
四国回収センター�

草加回収センター�

リサイクルセンター（九州）�

宇都宮回収センター�

西東京回収センター�

群馬回収センター�

福井回収センター�

広島回収センター�

九州回収センター�

北関東リサイクルセンター�

関西南リサイクルセンター�

九州リサイクルセンター�

●リサイクルセンターの全国拠点�

中部リサイクルセンター�

関西北リサイクルセンター�

上越・北陸リサイクルセンター�

北海道リサイクルセンター�

南関東リサイクルセンター�

東北リサイクルセンター�

●回収機1台毎の状態管理（モニタリング）�
●最終処理報告（有害物質処理情報含む）�
●抜き取り部品在庫情報�
●環境経営の管理指標（月報）�
  回収量／処理量／リユース量／再資源化率／再資源化内容 など�

●再使用部品�
●搭載履歴情報 など�

 ●入／出／在庫情報 など�
  （バーコード管理）�

●入庫情報（台数、質量）�
●処理情報（台数、質量）�
●再資源化処理内容�
●抜き取り部品情報 など�

●入／出／在庫�
　情報 など�

構成マスター�
●成分情報（有害物質情報含む）�
●重量情報�
●再使用部品情報 など�

生産工場�

販売会社�

回　収�
センター�

再　生�
センター�

リサイクル�
センター�

インター�
ネット�

統合管理DB

開示情報�
�

●回収機情報 �
   など�

リサイクルシステムの全国ネットワーク�

全国各地でご利用いただいているリコー

製品を回収・リサイクルし、環境負荷の総

量を効果的に削減するためには、高品質

なリサイクルシステムを全国ネットワークで展

開する必要があります。リコーは、1998年

度からリサイクルシステムのネットワークづく

りをスタートさせ、回収センター、リサイクル

センター、再生センター、プラスチック部品メー

カーなどとのネットワークにより、全国から

回収した使用済み製品を、高い経済効率

で再生・リサイクルできるしくみを構築しま

した。製品はもちろん、トナーカートリッジを

含むサプライ製品や使用済みサービスパー

ツの回収・リサイクルも開始しています。�

�

●回収センター�

全国の販売会社・販売店および市場から

直接回収した製品が、全国に網羅された

回収センターに集められます。回収効率

および回収品質の向上のために、お客様

からの回収オーダー情報とリンクした配車

システムを構築しました。回収センターに送ら

れた製品は、選別基準に従って、再生セン

ターまたはリサイクルセンターに送られます。�

�

●再生センター�

再生センターに送られた製品は、分解・洗

浄・部品交換・再組み付け・検査などの

処理が行われ、再生機＊・再製造機＊・リユー

ス部品・ユニットなどに再生されます。対象

製品の製造ラインを持っている事業所や

グループ各社が、再生センターとして稼動

しています。 　＊  40ページを参照。�

�

●リサイクルセンター�

リサイクルセンターに送られた製品は、分解・

分別され、リユース対象の部品・ユニットと

リサイクルに回すものに分けられます。リユー

ス対象の部品・ユニットは、再生センターに

送られ、新たな部品・ユニットとして生まれ

変わります。リサイクルに関しては、再資源

化率を高めるため、日本鋼管（株）様が開

発された、金属やプラスチックが混ざった

シュレッダーダストから資源を取り出す「サー

モバス技術」の共同実験により、複写機

全体で99.7％マテリアルリサイクルの実証

をしました。�

�

●リサイクル情報システム�

回収製品の機種コードなどを入力すると、

その情報を再生センターやリサイクルセンター

で共有し、使用済み製品の回収量・回収

率などを正確に把握できるシステムです。

環境負荷情報システム＊の一部として稼動

する予定です。 　＊  19～20ページを参照。�

環境保全活動�

社 会 的 活 動 �

経 済 的 活 動 �

環 境 会 計 �

調 達� 生 産� 流 通� 販 売� 使 用� リサイクル�
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REI（Ricoh  Electronics, Inc.）の�
トナーカートリッジ再生ライン�

リコーUKプロダクツ（イギリス）の�
複写機再製造ライン�

リコーインダストリーフランス�
のトナーカートリッジ再製造�
ライン�

再生・リサイクルセンターの世界拠点�

グローバルリサイクル活動�

リコーグループは、日本、米州極、欧州極、

中華極、アジア・パシフィック極の5極体制

で、グローバルに事業を展開しています。海

外4極においては、1999年からリサイクルシ

ステムの構築を本格化させ、回収率・リサイ

クル率の向上を推進してきました。さらに

2001年度からは、日本のリサイクル情報シ

ステム＊を水平展開し、リユース率・リサイクル

率の向上を図っていきます。　＊  42ページを参照。�

�

●米　州�

1995年から宅配事業者とのパートナーシッ

プで、トナーカートリッジ回収システムの構築

をスタートさせました。現在では回収対象

を全機種に拡大し、高い回収率を達成し

ています。また、お客様に回収への協力を

呼びかけるため、回収促進ビデオの制作、

ホームページでの広報活動など、積極的

な啓発活動を展開しています。�

製品本体については、レンタル複写機などの

回収・再生・再販に力を入れています。再

生については、米州のREI（Ricoh Elec-

tronics, Inc.）を再生センターと位置づけ、

本体、トナーカートリッジともに、リコーの品

質基準に基づいた再生が行われています。

再生できないものに関しては、リコーの要求

品質をクリアできる再資源化事業者を選

定し、高いレベ

ルでの再資源

化を達成して

います。�

�

●欧　州�

欧州では、早くから各国で環境関連法規

が施行されており、トナーカートリッジなどに

ついては、各国の自治体や業界団体など

が母体となって、回収・処理が行われて

いました。リコーグループは、トナーカートリッ

ジの回収をさらに強化するため、2000年

初頭からヨーロッパでの回収体制を構築し、

回収率を向上させています。お客様への

啓発についても、リサイクルを呼びかける

ダイレクトメールの送付、ラベルの配布など、

積極的な活動を行っています。�

再生については、英国RPL（Ricoh UK Pro-

ducts Ltd）、フランスRIF（Ricoh Industrie 

France S.A.）の2つを再生センターと位置

づけ、本体、トナーカートリッジともに、リコー

の品質基準に基づいた再生が行われて

います。また、再生できないものに関しては、

各国ごとにリコーの要求品質をクリアでき

る再資源化事業者を選定しています。これ

は、欧州では、国によって廃棄物移動が

法的に困難であるためです。2001年度末

までには、主要国での事業者選定を完了

させ、再資源化を進めます。�

カナダ 再生センター（Ricoh Canada）�

アメリカ東部 再生センター�

アメリカ東部・カナダ東部 リサイクルセンター�

イギリス リサイクルセンター＊�

アメリカ南部 リサイクルセンター＊ 

マレーシア リサイクルセンター�

オーストラリア リサイクルセンター�

香港 リサイクルセンター�

台湾 リサイクルセンター�

ニュージーランド リサイクルセンター�

タイ リサイクルセンター�

アメリカ中西部 リサイクルセンター＊�

アメリカ西部 再生センター�

アメリカ西部 リサイクルセンター�

フランス リサイクルセンター＊�

オランダ リサイクルセンター＊�

ドイツ リサイクルセンター＊�

イタリア リサイクルセンター＊�

ノルウェー リサイクルセンター＊�

イギリス 再生センター�

フランス 再生センター�

※リサイクルセンターは、信頼できるビジネスパートナーと連携して展開しています。�

＊ 構築中�
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●アジア、パシフィック�

トナーカートリッジについては、各国の回収

プログラムに基づいて、2000年秋から回収

がスタートしています。回収されたものは、

各国ごとにリコーの要求品質をクリアした

再資源化業者で再資源化が行われてい

ます。今後は、地域外の工場での再生を

検討するとともに、再使用を重点的に進め

ていきます。お客様に対しては、ラベルの配

布、ホームページで情報発信などにより、

回収を呼びかけています。�

製品本体に関しては、中華極同様の取り

組みを展開しています。�

●中　華�

トナーカートリッジについては、中華極の回

収プログラムに基づいて、2000年から香港

で回収がスタートしています。再使用を優

先的に考え、同極内にある工場で、2001年

度前半から再生を開始。今後は、回収・再

生の品種拡大を目標にしています。お客様

への啓発についても、パンフレットやラベル

の配布を通じて企業姿勢をアピールし、回

収を促進しています。再使用できないもの

については、法規制による各国間での

廃棄物移動が困難な状況をふまえ、各国

ごとにリコーの要求品質をクリアできる再

資源化事業者を選定しています。�

製品本体については、下取りされたものを、

各国販売会社の社内品質基準に基づい

て再生・再販しています。再生できないも

のについては、手作業できめ細かな分解・

分別を行い、高い再資源化率を達成して

います。�

■省資源化への新たな取り組み�

リコーは、製品や部品のリユース、リサイクルを進めるだけでなく、リデュース

のために「モジュール設計」の導入をスタートさせました。�

お客様のニーズが進化し、製品がニー

ズに応えられなくなると、その製品は

使用されなくなってしまいます。多くの

製品は「まだ使える」にもかかわらず、

時代のニーズに応えられないという理

由で、その寿命を終えてしまうことが多

いようです。�

ところが、製品の性能が、時代ととも

に進化するとしたらどうでしょう。製品

の寿命を、大幅に伸ばすことができます。

それを可能にするのが「モジュール設

計」です。たとえば複写機なら、給紙・

搬送・定着などのモジュールに分け、

各モジュールのサイズやモジュール間

のインターフェースを固定したうえで、

開発設計を行います。これによって、

古くなったモジュールを最新のものに

交換するだけで、新たなニーズに応え

る製品へと進化させることが可能にな

るのです。将来は、製品を回収するこ

となく、お客様のオフィスでモジュール

を交換し、バージョンアップを完了でき

るかもしれません。�

効率的なリサイクルを推進するには、

コスト改善も重要です。ＬＣＡ研究に

よって、設計の改善が、リサイクルコ

ストに大きな影響を及ぼすことがわかっ

てきました。リコーは、リサイクル対応

設計方針に基づき、設計段階で、使

用素材や設計方法をチェックしてき

ましたが、今後は、モジュール設計な

どによる長寿命化を推進し、製品の

ライフサイクル全体での環境負荷削

減とコスト改善を推進していきます。�

�

�

�

モジュール設計という考え方が世の

中に定着すれば、メーカーが提供する

もの、もはや製品という「箱」ではなく、

「進化し続ける機能やサービス」その

ものになります。またメーカーの発想も、

使い終わった製品をどう利用するかと

いう「リサイクル戦略」から、製品をつ

くると同時に製品のライフサイクル全

体を見渡した利用を考える「ライフサ

イクル戦略」へと変化していきます。

モジュール設計は、私たちメーカーを「ラ

イフサイクルサービス業」へと変えて

いくことになるでしょう。�

モジュール化によるライフサイクルビジネス戦略�

一世代目の製品� 二世代目の製品�

一世代目の使用済み製品�

三世代目の製品�

約2年間の生産・販売� 約2年間の生産・販売� 約2年間の生産・販売�

製造構造をモジュールに定義付け、�
インターフェース仕様を明確にする。�

インターフェース仕様を維持し、ユー
ザーニーズによる機能アップを行い、
一部のモジュールを機能アップする。�

インターフェース仕様を維持し、ユー
ザーニーズによる機能アップを行い、
一部のモジュールを機能アップする。�

市場稼動機への機能アップモジュール交換によるアップグレードサービス� 機能アップしなかった�
モジュールのリユース�

約3～7年で回収�

製品の長寿命化を推進する�
　「モジュール設計」�

ＬＣＡの視点で見ても、�
設計改善が大きなポイント�

モジュール設計は、�
メーカーのあり方も変える�

�

環境保全活動�

社 会 的 活 動 �

経 済 的 活 動 �

環 境 会 計 �

調 達� 生 産� 流 通� 販 売� 使 用� リサイクル�

機能アップモジュール交換による
成長型再生機の商品化�


